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記

後

集

編　３
月
13
日
以
降
、マ
ス
ク
着
用

が
緩
和
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、最

近
で
は
素
敵
な
笑
顔
の
方
に
会

え
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

笑
顔
っ
て
人
の
心
を
明
る
く
し
て

そ
の
場
を
柔
和
に
し
て
く
れ
る

力
が
あ
り
ま
す
。笑
顔
で
い
ら
れ

る
人
生
っ
て
大
事
で
す
ね
。

　今
号
か
ら
新
し
い
広
報
委
員

会
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
ス
タ
ー
ト

に
な
り
ま
し
た
。委
員
一
同
力
を

合
わ
せ
、議
会
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り「
う
ぐ
い

す
」を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（ 

石
橋

　里
美 

）

令和５年６月定例会日程（予定）

６月１日（木）～６月９日（金）

6月6日（火）・7日（水）
一般質問

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議

　
　長

委 

員 

長

副
委
員
長

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

田
中

　政
浩

石
橋

　里
美

池
松

　和
彦

原
田

　邦
男

原
口

　博
文

原
田

　
　宏

河
内

　直
子

一般質問通告書は、５月22日以降、ホーム
ページで公開する予定です。支所窓口や議会
事務局でも配布しています。

※日程は変更になる場合があります

まちかどインタビュー

念願のチャンピオン獲得

「ナガトシ・ミルク・マッケン・キャピタル・ドリカム」の勇姿

　今回は、下髙場にある永利牧場の近藤博昭牧場
長にインタビューを行いました。
　永利牧場で飼育している乳牛の１頭が、久留米
市で行われた「第32回久留米スプリングショー乳
牛コンテスト」でグランドチャンピオンを獲得。妻
の直美さんは「３年ぶりの開催で初優勝できて嬉し
い。日頃頑張ってきたことが結果になった」と笑顔
で話してくださいました。
　また、近藤さんの子ども達は３人とも深野道場
で空手を習っており、長男の勇吹君は「小学校一年
生の時から始めました。中学校では勉強も空手も
頑張りたい」と元気いっぱいに答えてくれました。

こんどう ひろあき

いぶき

　グランプリを獲得した牛の名前は「ナガトシ・ミ
ルク・マッケン・キャピタル・ドリカム」。
　歌手のDREAMS COME TRUE（ドリカム）好き
な直美さんが名付けたそうです。
　「Dreams Come True～夢は叶う～」ですね！

ドリームズ カム トゥルー

令和5年
２月14日（火）
２月16日（木）
２月17日（金）

２月20日（月）
２月24日（金）
２月26日（日）
３月 ２日（木）
３月23日（木）
３月27日（月）

甘木・朝倉・三井施設環境組合議会定例会
福岡県南広域水道企業団議会定例会
両筑衛生施設組合議会定例会
朝倉保護区保護司会研修会
倉掛奨学会理事会
福岡県町村議会議長会定期総会
CHIKUZENうぐいすマラソン2023（スターター）
自衛隊入隊激励会
草場川並木ライトアップ点灯式
第27回平和の碑のつどい・ピースキャンドル

議長の動き 一部を
紹介
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3月定例会

議会運営委員会  ～更なる前進　筑前町議会～

文教厚生常任委員会  ～『見て』・『聴いて』・『議論して提言』～

総務建設常任委員会  ～すべては「調査して研究する」から～

議会広報特別委員会  ～「伝わる 広報紙」を目指して～

３月６日から17日の12日間で開催された。
人事６件・補正予算４件・条例改正12件・当初予算７件等が
提出され審議の結果、いずれも可決した。

～新体制がスタートしました～
新
議
会
体
制・初
議
会

３
月
定
例
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

新
議
会
体
制・初
議
会

３
月
定
例
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

補正予算の主なもの

263万円

保育補助者雇上強化事業

285万円

出産・子育て応援交付金事業
（子育て支援アプリ導入業務委託料及び使用料）

（繰越）

（繰越）

9626万円

夜須中北側校舎外壁改修工事

令和４年度　一般会計予算

総額

寺
原
　裕
明

副
議
長

田
中
　政
浩

議
　長

◇田中　政浩
　原口　博文
○柳　　雅明
◎寺原　裕明
　山本　一洋
　河内　直子

写真右から

　池松　和彦
　奥村　忠義
○河内　直子
◎山本　一洋
　山本　久矢
　石橋　里美
◇寺原　裕明

写真右から

　木村　和彦
◇田中　政浩
○原口　博文
◎柳　　雅明
　石丸時次郎
　原田　邦男
　原田　　宏

写真右から

　原田　　宏
　原口　博文
◎石橋　里美
○池松　和彦
　河内　直子
　原田　邦男

写真右から

※ ◎委員長、○副委員長、◇オブザーバー

新
人
事
の
紹
介

◆
人
権
擁
護
委
員 （
再
任
）

和
田
　秀
哉
　氏

わ
　 だ

ひ
で
　や

◆
教
育
長 （
再
任
）宮

崎
　敏
宏
　氏

み
や 

ざ
き

と
し  

ひ
ろ

◆
教
育
委
員
会
委
員 （
新
任
）

東
野
　正
美
　氏

と
う 

の

ま
さ  

み

◆
甘
木・朝
倉
広
域
市
町
村
圏
事
務

　
組
合
等
公
平
委
員
会
委
員 （
新
任
）

井
上
　恒
夫
　氏

い
の  

う
え

つ
ね  

お

倉
掛
　俊
一
　氏

く
ら  

か
け

し
ゅ
ん
い
ち

１３９億２６５６万円

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

井
手
　江
美
　氏

い
　 で

え
　
　み（
再
任
）

　町民の皆様には、日頃から筑前町議会の活動に対しまして、ご理解、
ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　令和５年２月1日第１回臨時議会において議員各位のご推挙により、
議長並びに副議長に就任いたしました。
　ここに改めて、その職の責務の重大さを認識し、町政の発展と円滑な
議会運営に全力を尽くす所存でございます。
　町議会は、議決機関としての役割と機能を十分に発揮し、二元代表制
の一翼を担うべく、皆様のご期待に沿うように努力してまいります。
　また、議会のＩＣＴ化の一環として、議会中継や録画配信は既にスタート
しているところですが、本年度はタブレット端末を導入して会議運営の
効率化を進めていくなど、更なる議会改革に取り組んでまいります。
　結びに、町民の皆様方の益々のご健勝を心からお祈りいたしまして、
就任のご挨拶とさせていただきます。

　議会を円滑、かつ効率的に
運営することを目的として、議
員相互のレベルアップを図る
とともに議会改革を進め、町
民の皆様から信頼される議
会をめざします。

　教育・福祉・健康・環境等を
所管する委員会です。住民の
生活に直結する問題や課題を
多く抱えていますが、「見て」
「聴いて」「議論して」そのことを
「町に提言」していくために委
員一同、頑張ってまいります。

　町内の様々な問題点を調査
し、その結果を町当局に報告・
提言することで、町のあり方につ
いて掘り下げてきました。これか
らも、委員会活動を通じて、町目
標の「とかいなか」の更なる実
現に向けて進んでいきます。

　住民の方が議会に関心を
寄せ、情報を共有できる議会
だより「うぐいす」を目指して、委
員一同取り組んでいきます。
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9億4199万円

新
議
会
体
制・初
議
会

３
月
定
例
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

新
議
会
体
制・初
議
会

３
月
定
例
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

(私立)保育所運営費負担金

（1億3291万円の増）
小規模保育事業所の開設等によるもの

3億7461万円
小・中学校の運営・整備関係

（1億1514万円の増）
教室増設に要する費用など

1億1172万円
都市公園維持管理費

（6825万円の増）
公園のトイレ改修、駐車場の整備などを行う

1億1720万円
学童保育運営費

（6162万円の増）
学童保育所整備等に要する費用

8266万円
自治体DX関連事業

（6042万円の増）
行政基幹システムＯＳの切替えを行う

5946万円
公共交通活性化対策事業

（1621万円の増）
オンデマンドバス導入によるもの

令和５年度　一般会計予算のあらまし

前年度当初予算比 5億1192万円（4％）の増
『緑あふれる  豊かで便利な  とかいなか』の実現のため

問

　ど
の
よ
う
な
課
題
認
識
で
予

算
編
成
を
し
た
の
か
。

答

　健
全
財
政
と
地
域
の
活
性
化

は
両
立
す
べ
き
と
い
う
基
本
的
な
考

え
方
に
立
ち
編
成
。
　
　
　（町
長
）

予
算
特
別
委
員
会
で
の
、質
疑
・

応
答
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

財

　政

問

　機
構
改
革
の
方
向
性
は
。

答

　配
置
の
あ
り
方
、各
課
の
連

携
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
計
画
を

検
討
し
て
い
る
。
　
　（総
務
課
長
）

機
構
改
革

問

　一
昨
年
地
域
バ
ス
の
運
行
を

大
幅
改
正
し
た
検
証
は
で
き
て
い

る
の
か
。

答

　利
用
者
は
横
ば
い
。巡
回
バ
ス

の
検
証
と
併
行
し
て
オ
ン
デ
マン
ド

バ
ス
の
導
入
を
検
討
し
た
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
企
画
課
長
）

問

　住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業

が
復
活
し
て
い
る
が
。

答

　町
民
の
居
住
環
境
の
向
上
と

地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
移
住
促

進
を
図
る
た
め
、10
万
円
を
上
限
と

し
て
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る

も
の
。
　
　
　
　（都
市
計
画
課
長
）

暮 

ら 

し

問

　大
刀
洗
平
和
記
念
館
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
は
、地
域
の
活
性

化
、定
住
、定
着
に
繋
が
る
の
は
ど

う
し
て
か
。

答

　主
に
企
画
展
の
計
画
立
案
か

ら
実
施
ま
で
を
お
願
い
し
、活
性
化

を
図
り
た
い
。

　
　
　　（
大
刀
洗
平
和
記
念
館
長
）

活 

性 

化

問

　中
牟
田
小
学
校
と
東
小
田
小

学
校
の
教
室
増
設
設
計
の
内
容
と

今
後
の
計
画
は
。

答

　中
牟
田
小
学
校
は
、鉄
骨
造

り
２
階
建
て
３
教
室
。東
田
小
学

校
は
、木
造
平
屋
建
て
２
教
室
。ど

ち
ら
も
令
和
６
年
度
に
建
設
工
事

を
行
う
予
定
に
し
て
い
る
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（教
育
課
長
）

問

　二
つ
の
図
書
館
に
特
色
を
持

た
せ
る
取
り
組
み
を
。

答

　特
色
化
を
出
す
こ
と
は
大
事

な
こ
と
だ
と
思
う
。二
つ
の
図
書
館

と
も
本
館
で
あ
り
基
本
と
な
る
図

書
を
備
え
つ
つ
、学
び
の
機
会
が
充

実
す
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（教
育
長
）

教

　育

問

　ご
み
減
量
化
対
策
事
業
の
成

果
、今
後
の
補
助
事
業
は
。

答

　令
和
３
年
度
、令
和
４
年
度

に
１
５
０
名
が
生
ご
み
減
量
モ
ニ

タ
ー
事
業
を
実
施
し
、可
燃
ご
み
の

減
量
に
つ
な
が
っ
た
。令
和
５
年
度

は
、生
ご
み
処
理
機
の
補
助
件
数
、

補
助
率
を
見
直
し
た
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（環
境
防
災
課
長
）

問

　経
営
発
展
支
援
事
業
の
補
助

対
象
者
の
人
数
は
。

答

　対
象
と
な
る
の
は
、認
定
新

規
就
農
者
で
、令
和
５
年
度
の
対
象

者
は
５
経
営
体
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　（農
林
商
工
課
長
）

問

　た
め
池
の
し
ゅ
ん
渫
測
量
設

計
箇
所
は
。

答

　二
区
の
２
ヶ
所
の
た
め
池
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　（農
林
商
工
課
長
）

環
境
と
農
業

問

　小
規
模
保
育
所
を
栗
田
地
区

と
、も
う
一ヶ
所
募
集
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、そ
れ
で
待
機
児
童
は

解
消
で
き
る
の
か
。

答

　全
員
が
入
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。対
策
は
続
け
て
い
く
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（こ
ど
も
課
長
）

子 

育 

て

★増額となった主な事業の概要★

過去 ２番目 に大きい予算となりました。

歳入歳出総額 133億2605万円
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新
議
会
体
制・初
議
会

３
月
定
例
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

新
議
会
体
制・初
議
会

３
月
定
例
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

令和５年 第1回（３月）定例会 （全会一致で同意・可決した議案等）
人権擁護委員の推薦

令和４年度筑前町一般会計補正予算（第12号）

令和４年度筑前町下水道事業会計補正予算（第３号）
令和４年度筑前町水道事業会計補正予算（第１号）
令和５年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算

筑前町監査委員の選任

専決処分の報告（筑前町朝日地内での事故）

【専決処分】  令和４年度筑前町一般会計補正予算（第11号）

令和５年度筑前町下水道事業会計予算
令和５年度筑前町水道事業会計予算
町道の路線認定
町道の路線変更

筑前町附属機関に関する条例の一部改正

筑前町ふるさと応援寄附条例の一部改正

筑前町特別職の職員等で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正

令和４年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

筑前町固定資産評価審査委員会委員の選任
筑前町教育委員会教育長の任命
筑前町教育委員会委員の任命
甘木・朝倉広域市町村圏事務組合等公平委員会委員の選任（２件）

同
意

可
決

可
決

可
決

補
正
予
算

令
和
５
年
度
予
算

同
意

承
認

人
事
報
告
補
正
予
算

報
告
の
み

そ
の
他

人
事

適
任

筑前町安の里ふれあい農園の設置及び管理に関する条例の全部改正
筑前町消防団員の定員、任用、給与、服務等に関する条例の一部改正

筑前町手数料条例の一部改正
筑前町めくばーる条例の一部改正
筑前町学童保育所条例の一部改正
筑前町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部改正

筑前町コスモスプラザ条例の一部改正
筑前町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定
筑前町国民健康保険条例の一部改正

議長　田中政浩は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

議員名

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

令
和
５
年
度
予
算

区
分

寺
原
　
裕
明

河
内
　
直
子

山
本
　
久
矢

奥
村
　
忠
義

石
丸
時
次
郎

山
本
　
一
洋

柳
　
　
雅
明

石
橋
　
里
美

木
村
　
和
彦

原
田
　
　
宏

原
口
　
博
文

池
松
　
和
彦

原
田
　
邦
男

令和５年度筑前町一般会計予算

令和５年度筑前町国民健康保険
事業特別会計予算

令和５年度筑前町住宅新築資金
等貸付事業特別会計予算

令和５年度筑前町後期高齢者
医療特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（賛成討論）寺原：差別の解消、人権擁護の取り組みは行政機関だけでなく、運動体を含む幅広い連携が必
要である。また本予算については令和５年度予算審査特別委員会で審議、承認がされている。

（反対討論）河内：部落解放同盟に対する600万円をこえる補助金は、そのほとんどが人件費であり、町民の
皆さんの理解を得られるものではない。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（賛成討論）柳：コロナ禍の中、一般会計からの法定外繰入金計上はなく、安定した国保財政運営に努めてい
る。健康寿命延伸を図るための事業継続による今後の医療費抑制効果に期待し、適正な内容と判断する。

（反対討論）河内：黒字分は基金に積み立てるのではなく、高すぎる保険税の引き下げに使うべき。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（賛成討論）山本一洋：広域連合と連携しながら、医療費抑制対策等の業務を遂行し、高齢者が安心して必要
な医療を受けられる適正な予算内容と判断する。

（反対討論）河内：75歳という年齢だけで医療を差別する制度そのものに反対であり、一日も早く元の老人
保健制度に戻すべき。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（賛成討論）原口：令和５年度予算においては、専門知識を持つ弁護士の活用など必要なものであり、貸付金
の早期回収のために効果的、適正な予算だと考える。

（反対討論）河内：本来なら平成28年度には完了していなければならない事業にも関わらず、いまだに1億
円以上の貸付残がある。早期の解決が必要。

可
決

条
例

令和５年 第1回臨時会（初議会）（全会一致で承認・可決）

一般
質問

発言の全内容（録画配信）は各議員ページのＱＲコードからアクセスできます

会議録

柳
　
説
明
会
参
加
の
保
護
者

が
数
名
い
た
が
、結
果
は
。

教
育
課
長
　
三
並
小
学
校
小

規
模
特
認
校
制
度
へ
の
関
心

と
、理
解
を
し
て
い
た
だ
い
た

が
、結
果
と
し
て
来
年
度
入
学

す
る
児
童
は
い
な
い
。

柳
　
今
後
も
、こ
の
募
集
要

綱
で
実
施
す
る
の
か
。

教
育
長
　
新
し
い
制
度
を
導

入
し
た
元
年
に
、制
度
を
活
用

す
る
児
童
が
い
な
い
こ
と
を
、重

く
受
け
止
め
て
い
る
。制
度
の

問
題
な
ら
ば
、募
集
人
数
を
各

学
年
20
名
と
な
る
ま
で
受
け

入
れ
る
、年
度
初
め
だ
け
で
な

く
、各
学
期
か
ら
で
も
転
入
可

能
と
す
る
な
ど
、少
人
数
で
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
教
職
員
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

三並小学校８名の
卒業式

柳
　
通
学
バ
ス
の
運
用
は
あ

る
の
か
。

教
育
課
長
　
自
宅
が
他
の
小

学
校
区
で
あ
り
、送
迎
は
保
護

者
の
責
任
で
お
願
い
す
る
。た

だ
し
、防
犯
や
交
通
災
害
の
観

点
か
ら
、子
供
の
命
を
守
る
こ

と
を
考
え
、通
学
距
離
の
基
準

を
見
直
し
、オ
ン
デ
マン
ド
バ
ス

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

柳
　
入
学
を
、新
一年
生
の
み

に
限
定
し
た
根
拠
は
。

教
育
課
長
　
本
町
で
の
初
め

て
の
取
り
組
み
の
た
め
、制
度

設
計
の
段
階
で
先
進
地
域
の

市
町
村
の
情
報
を
収
集
し
た
。

全
学
年
対
象
に
し
た
場
合
、他

の
小
学
校
の
学
級
数
に
、影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
を
危
惧
し
た
。

募
集
要
綱
の

　
　
　
変
更
は
あ
る
の
か

柳
　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

農
林
商
工
課
長
　
九
電
未
来

エ
ナ
ジ
ー
が
経
営
す
る
筑
前
町

の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、県

内
の
間
伐
材
を
燃
料
と
し
て

発
電
す
る
。森
林
を
整
備
す
る

こ
と
で
防
災
・
減
災
面
で
効
果

が
期
待
さ
れ
る
が
、災
害
時

に
、筑
前
町
へ
の
優
先
的
な
送

電
供
給
は
制
度
上
で
き
な
い
。

柳
　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
は
。

農
林
商
工
課
長
　
森
林
を
木

の
成
長
と
伐
採
で
循
環
さ
せ

る
こ
と
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
へ
と
つ
な
が
り
、こ
の
発
電

所
で
年
間
数
万
ト
ン
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
を
可
能
と

し
て
い
る
。

森
林
資
源
活
用
で

　
　
　
　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
は

小規模特認校としての三並小学校は
各学年・各学期からでも転入可能へ議 員

やなぎ まさ あき

柳  雅明
３月議会定例会では、９名の議員が一般質問を
行い、町政全般の現状や方針について報告・
説明を求めた。
※一般質問に関する記事は質問者自身で作成しています。

町政の が きたい！こ こ 聞
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新
議
会
体
制・初
議
会

３
月
定
例
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

新
議
会
体
制・初
議
会

３
月
定
例
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

筑前ダービーの実現なるか?!

筑前町ならではのイベントや方法を
ニーズの把握や検討を行う

池
松
　
今
後
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ

に
関
し
て
新
し
い
企
画
の
予

定
は
。

生
涯
学
習
課
長
　新
た
な
企

画
は
現
時
点
で
は
具
体
化
し

て
い
な
い
。ま
ず
は
、既
存
の

イ
ベン
ト
の
改
善
努
力
を
し
て

い
く
。

池
松
　「
筑
前
町
30
歳
の
ス

ポ
ー
ツ
同
窓
会
」を
開
催
し
て

は
。

生
涯
学
習
課
長
　一つ
の
区
切

り
と
な
る
年
齢
に
絞
っ
た
企
画

を
検
討
す
る
こ
と
も
、生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
る
の
で
今
後
の
参
考

に
す
る
。

生
涯
学
習
課
長
　観
戦
す
る

こ
と
・
応
援
す
る
こ
と
、ど
ち

ら
も
価
値
あ
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
参
加
方
法
の
一つ
だ
と
考

え
て
い
る
。

池
松
　
多
目
的
運
動
公
園
に

は
野
球
場
と
サ
ッ
カ
ー
場
が

あ
る
。

　「
筑
前
ダ
ー
ビ
ー
」と
い
う

形
で
三
輪
中
、夜
須
中
の
対

抗
戦
を
行
っ
て
は
。

生
涯
学
習
課
長
　学
校
教
育

と
連
携
し
た
企
画
に
つ
い
て
は

学
校
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

町
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上

げ
て
行
く
観
点
か
ら
実
現
可

能
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

山
本
　
乳
幼
児
を
持
つ
複
数

の
保
護
者
か
ら
、急
な
発
熱
や

体
調
不
良
の
子
ど
も
を一時
的

に
預
っ
て
も
ら
え
る
、病
児
保

育（※

）の
設
置
要
望
が
数
多

く
あ
る
が
、現
状
は
。

こ
ど
も
課
長
　小
郡
市
・
筑
紫

野
市
な
ど
の
施
設
を
紹
介
し

て
い
る
。

山
本
　
福
岡
県
で
は
、２
０
２

３
年
か
ら
、病
児
保
育
無
償
化

の
取
り
組
み
も
な
さ
れ
る
よ

う
だ
が
。

こ
ど
も
課
長
　小
郡
市
と
、広

域
利
用
協
定
を
交
わ
し
て
い
る

が
、本
町
の
課
題
と
し
て
は
、利

用
で
き
る
施
設
を
拡
充
す
る

事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

早
急
な
施
設
の
設
置
を

「
観
る
ス
ポ
ー
ツ
」の
推
進

山
本
　
子
育
て
に
や
さ
し
い

町
と
い
う
こ
と
で
人
口
増
に

も
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。児
童
福
祉
法
で
は
、実
施

に
つ
い
て
は
、市
町
村
の
努
力

義
務
と
な
っ
て
い
る
が
。

こ
ど
も
課
長
　県
や
近
隣
市

町
村
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。

山
本
　
行
政
か
ら
、町
内
の

医
療
機
関
や
保
育
所
な
ど
に

積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
。

こ
ど
も
課
長
　小
児
科
、企
業

主
導
型
施
設
が
町
内
に
あ
る

が
、相
手
側
と
の
協
議
を
行
い

進
め
て
い
き
た
い
。

山
本
　
悩
み
を
も
っ
て
い
る

保
護
者
の
方
に
寄
り
添
っ
て

も
ら
い
、対
応
を
望
む
。

町
長
　担
当
課
と
協
議
を
し

て
、前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

池
松
　
中
学
校
運
動
部
の
地

域
移
行
へ
の
取
り
組
み
は
。

教
育
課
長

　学
校
行
政
、関

係
団
体
か
ら
な
る
部
活
動
改

革
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。令
和

５
年
度
は
一
部
の
部
活
で
休
日

を
合
同
で
行
う
こ
と
や
、実
施

日
や
時
間
を
縮
減
す
る
こ
と
、

部
活
動
指
導
員
を
増
員
す
る

こ
と
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

池
松
　
筑
前
町
で
も「
観
る
」

こ
と
を
重
視
し
た
ス
ポ
ー
ツ

の
事
業
を
行
う
べ
き
で
は
。

池
松
　
週
の
前
半
後
半
で
別

の
種
目
を
行
う「
運
動
部
多

種
目
制
度
」を
検
討
し
て
は
。

教
育
課
長
　生
徒
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
は

重
要
。今
後
の
地
域
連
携
、地

域
移
行
の
中
で
議
論
し
て
い

く
。

中
学
校
運
動
部
の

　
　
　
　
　　地
域
移
行

病児保育施設の設置を早急に
現在は、近隣の施設を紹介 議 員

いけ まつ かず ひこ

池松 和彦
議 員

やま もと かず ひろ

山本 一洋

元気に遊ぶ子どもたち

幼
稚
園
・
保
育
園
に
通
っ
て

い
る
子
ど
も
が
、急
な
病
気

に
な
っ
た
と
き
に
、仕
事
を

休
め
な
い
親
に
代
わ
っ
て
子

ど
も
の
世
話
を
す
る
サ
ー

ビ
ス
。

※

病
児
保
育
と
は
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新
議
会
体
制・初
議
会

３
月
定
例
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

新
議
会
体
制・初
議
会

３
月
定
例
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問

東
小
田
小
学
校
の
遠
距
離
通

学
児
童
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導

入
に
つ
い
て
。

国土交通省バリアフリートイレ啓発チラシ

障がい者にやさしいトイレ表示を
前向きに関係課と協議していく

石
橋
　
町
内
公
共
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
数
及
び

オ
ス
ト
メ
イ
ト（※

）対
応
ト
イ

レ
数
は
。

財
政
課
長
　バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト

イ
レ
は
56
ヶ
所
、オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
ト
イ
レ
は
15
ヶ
所
。

石
橋
　
男
性
用
ト
イ
レ
へ
の

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置

は
。

財
政
課
長
　全
て
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ト
イ
レ
を
最
優
先
に
進
め

る
必
要
が
あ
り
、必
要
の
高
い

施
設
な
ど
か
ら
の
導
入
を
検

討
す
る
。

石
橋
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
の
情
報
を
入
手
す
る

ツ
ー
ル
は
。

福
祉
課
長
　オ
ス
ト
メ
イ
ト
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
案
内
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、必
要
に
応

じ
、そ
の
情
報
を
印
刷
し
て
提

供
し
て
い
る
。

原
田
　
城
山
地
区
耕
作
放
棄

地
の
安
全
対
策
と
、観
光
農

園
や
貸
農
園
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
。

農
林
商
工
課
長
　安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、補
助
金
を
つ
け
て

有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
実
施
し

て
い
る
。城
山
地
区
に
お
い
て

は
、関
係
機
関
と
連
携
し
て
聞

き
取
り
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。地
権
者
と
マッ
チ
ン
グ
し
た

耕
作
放
棄
地
を
利
活
用
で
き

る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

原
田
　
農
業
後
継
者
育
成
の

施
策
は
。

農
林
商
工
課
長
　女
性
認
定

農
業
者
育
成
事
業
・
若
手
の
新

規
就
農
推
進
事
業
並
び
に
定

着
促
進
と
し
て
、農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
な
ど
の
施
策

を
行
っ
て
い
る
。

原
田
　
普
通
作
農
家
へ
の
支

援
策
は
。

農
林
商
工
課
長

　水
田
麦
・

大
豆
産
地
生
産
性
向
上
事
業

や
肥
料
高
騰
対
策
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

原
田
　
学
校
給
食
で
の
地
産

地
消
の
拡
大
は
。

教
育
課
長
　地
元
地
産
地
消

推
進
事
業
と
し
て
、生
徒
一
人

当
た
り
２
千
円
の
助
成
を
実

施
し
た
。

原
田
　
昨
今
の
状
況
を
踏
ま

え
、こ
の
農
業
問
題
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

町
長
　認
定
農
業
者
を
育
て

て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、農
業

農
村
に
は
優
れ
た
文
化
が
あ

り
、そ
れ
と
同
時
に
高
齢
の

方
々
・
女
性
の
方
々
の
農
業
に

対
す
る
意
欲
と
知
恵
な
ど
を

生
か
し
て
地
産
地
消
を
推
進

し
て
い
く
。

耕
作
放
棄
地
の
対
策
は

今
後
の
農
業
施
策
は

石
橋
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
と
分
か
る
表
示
を
し

て
い
る
か
。

財
政
課
長
　案
内
用
図
記
号

や
説
明
文
を
記
し
た
プ
レ
ー
ト

を
掲
示
し
て
い
る
。

石
橋
　
高
齢
者
や
障
が
い
者

以
外
の
方
の
利
用
を
控
え
て

も
ら
う
啓
発
用
の
表
示
は
。

財
政
課
長
　真
に
必
要
と
す

る
方
へ
の
配
慮
な
ど
、施
設
の

管
理
部
署
と
連
携
し
、表
現
や

表
示
方
法
の
充
実
に
努
め
る
。

石
橋
　
今
後
の
町
の
対
応
は
。

町
長

　社
会
と
の
つ
な
が
り

を
維
持
し
、安
心
し
て
外
出
で

き
る
よ
う
に
、き
め
細
や
か
な

配
慮
と
環
境
の
整
備
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、前
向
き
に

関
係
課
と
協
議
し
て
い
く
。

石
橋
　
町
内
の
認
可
保
育
所・

園
で
の
処
分
状
況
は
。

こ
ど
も
課
長
　私
立
認
可
保

育
園
で
は
、園
で
処
分
し
て
い

る
。美
和
み
ど
り
保
育
所
で

は
、尿
を
し
た
お
む
つ
は
持
ち

帰
ら
せ
て
い
た
が
、本
年
３
月

１
日
か
ら
園
で
の
処
分
を
開

始
し
た
。

石
橋
　
保
管
す
る
ご
み
箱
の

確
保
や
処
分
費
用
が
発
生
す

る
が
、保
護
者
負
担
が
な
い

よ
う
要
望
す
る
。

男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を

保
育
所
に
お
け
る

使
用
済
み
お
む
つ
の
処
分

城山地区に観光農園を
地権者とマッチングした施策を研究していく 議 員

いし ばし さと み

石橋 里美
議 員

はら だ くに お

原田 邦男

城山地区の耕作放棄地

様
々
な
病
気
や
事
故
な
ど
に

よ
り
人
工
肛
門・人
工
膀
胱

を
造
設
し
た
人
。

※

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
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新
議
会
体
制・初
議
会

３
月
定
例
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

新
議
会
体
制・初
議
会

３
月
定
例
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

増える耕作放棄地対策急げ
利用権斡旋・担い手確保に努める

石
丸
　
農
業
を
取
り
巻
く
厳

し
い
環
境
の
中
、耕
作
放
棄
地

が
増
え
て
い
る
。今
後
、加
速

度
的
に
増
加
し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
が
対
策
は
。

農
林
商
工
課
長
　農
業
委
員

に
よ
る
利
用
状
況
調
査
を
通

し
て
、耕
作
放
棄
地
解
消
に
向

け
た
対
策
と
し
て
利
用
権
な

ど
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
る
。
　

　ま
た
、町
は
新
規
就
農
推
進

を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
行
っ

て
お
り
、経
営
開
始
資
金
や
機

械
導
入
な
ど
の
支
援
を
実
施
。

耕
作
放
棄
地
対
策
は

法
人
化
進
捗
状
況
は

原
口
　
老
朽
化
が
進
む
農
業

集
落
排
水
処
理
場
の
修
繕・改

築
更
新
計
画
は
。

上
下
水
道
課
長
　過
去
10
年

間
の
修
繕
費
が
約
４
４
０
０

万
円
。改
築
更
新
の
概
算
費
用

は
、約
10
億
４
６
０
０
万
円
が

見
込
ま
れ
る
。

原
口
　
改
築
更
新
よ
り
流
域

公
共
下
水
道
へ
編
入
を
し
た

方
が
効
率
的
で
は
な
い
か
。平

成
２５
年
度
に
行
わ
れ
た
編
入

の
検
討
結
果
は
。

上
下
水
道
課
長
　検
討
時
は

ま
だ
耐
用
年
数
期
間
内
の
た

め
、維
持
管
理
を
し
な
が
ら
使

用
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。

原
口
　
検
討
後
の
対
応
、今

後
の
計
画
は
。

上
下
水
道
課
長
　宝
満
川
上

流
公
共
下
水
道
の
構
成
団
体

な
ど
と
の
協
議
を
行
っ
て
き
て

い
る
。今
後
も
進
め
て
行
く
。

原
口
　
町
の
人
口
が
更
に
増

加
し
て
い
く
た
め
に
も
、早
期

の
事
業
着
手
を
。

町
長

　人
口
維
持
の
た
め
に

も
、下
水
道
・
上
水
道
の
整
備

は
不
可
欠
、積
極
的
に
取
り
組

む
。

石
丸
　
地
域
特
性
と
多
く
の

農
家
が
生
産
、そ
し
て
住
民
に

健
康
面
で
も
貢
献
で
き
る
筑

前
ク
ロ
ダ
マ
ル
活
用
は
、地
域

振
興
の
起
爆
剤
と
な
り
う
る

と
の
こ
と
か
ら
、推
進
さ
れ
て

き
た
。現
状
は
。

町
長
　筑
前
ク
ロ
ダ
マ
ル
導
入

の
思
い
、発
展
へ
の
可
能
性
は

今
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。作

付
面
積
も
現
在
で
は
約
21
ヘ
ク

タ
ー
ル
。今
日
ま
で
筑
前
ク
ロ

ダ
マ
ル
を
生
か
し
た
６
次
化
に

取
り
組
み
、販
売
商
品
数
は
み

な
み
の
里
だ
け
で
55
点
。

　ま
た
、筑
前
ク
ロ
ダ
マル
の
枝

豆
は
品
質
、味
と
も
に
大
変
好

評
で
あ
り
、将
来
観
光
農
業
の

一つ
の
戦
略
作
物
に
な
り
得
る

と
思
っ
て
い
る
。ま
だ
ま
だ
発

展
途
上
、今
後
も
地
元
の
特
産

品
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
。

石
丸
　
農
を
生
か
し
た
町
づ

く
り
構
想
の一つ
と
し
て
、取

り
組
ん
で
い
る
農
業
法
人

化
。進
捗
状
況
は
。

町
長
　今
本
町
に
は
約
11
団

体
の
法
人
が
あ
る
。一
方
集
落

農
業
の
法
人
化
は
進
ん
で
い
な

い
。今
日
ま
で
、こ
れ
か
ら
の
農

業
に
つ
い
て
集
落
営
農
か
認
定

農
業
者
か
議
論
し
て
き
た
。

　私
は
最
終
的
に
は
認
定
農

業
者
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

筑
前
ク
ロ
ダ
マ
ル
の

　
　
　
　
　
　現
状
は

農
業
集
落
排
水
の
公
共

下
水
道
へ
の
編
入
促
進
を

原
口
　
北
部
地
域
の
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
。活
性
化

対
策
は
。

町
長
　
山
麓
線
の
全
線
開
通
・

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
・み
な
み

の
里
の
整
備
を
行
っ
た
。自
然

環
境
を
生
か
し
て
、長
い
ス
パ
ン

で
魅
力
あ
る
地
域
に
し
て
い
き

た
い
。

原
口
　
県
道
77
号
線（
山
麓

線
）沿
線
へ
の
企
業
誘
致
を
。

町
長

　み
な
み
の
里
付
近
に

は
、新
し
い
店
も
で
き
て
い
る
。

食
の
街
道
と
な
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。そ
の
た
め
に
も
、国
道

２
０
０
号
バ
イ
パ
ス
と
の
接
続

促
進
の
要
望
活
動
を
続
け
る

北
部
地
域
の
活
性
化
、

　
　
　
　
　
　　振
興
を

効率的な下水道事業への再編を
人口維持のため積極的に取り組む 議 員

いし まる とき ろうじ

石丸 時次郎
議 員

はら ぐち ひろ ふみ

原口 博文

雑草に覆われた耕作放棄地上高場浄化センター
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一
般
質
問

マスク着用緩和への対応は
適切な対応と保護者への周知徹底

今
後
の
農
業
経
営
は

河
内
　
県
に
先
駆
け
、中
学

生
ま
で
の
助
成
を
し
て
き
た

が
、県
の
助
成
が
開
始
さ
れ

た
。中
学
生
ま
で
の
半
額
の
予

算
で
、18
歳
ま
で
の
助
成
は
可

能
。こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、県・

他
市
町
村
に
先
駆
け
、18
歳

ま
で
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
が
。

健
康
課
長

　財
政
面
や
県

内
自
治
体
の
状
況
、少
子
化

対
策
・
子
育
て
支
援
の
観
点

か
ら
、入
院
助
成
に
つ
い
て
実

施
す
る
方
向
。実
施
時
期
や
自

己
負
担
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
、今
後
、協
議
し
て
い
く
。

河
内
　
昨
年
12
月
議
会
で
、

町
長
は
、今
の
と
こ
ろ
見
合
わ

せ
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
だ
っ

た
が
、実
施
と
い
う
方
向
で
い

い
の
か
。

町
長
　実
施
の
方
向
で
進
め
て

い
く
。

原
田
　
児
童
の
マ
ス
ク
着
用

緩
和
は
。 

教
育
課
長
　国
の
方
針
を
ふ

ま
え
、適
切
な
対
応
と
保
護
者

への
周
知
を
丁
寧
に
行
う
。

原
田
　
マ
ス
ク
着
用・非
着
用

児
童
の
混
在
で
の
学
校
内
で

の
対
応
は
。 

教
育
課
長
　着
用
す
る
・し
な

い
の
状
況
で
も
、児
童
生
徒
の

意
思
を
尊
重
し
、保
護
者
・
教

職
員
も
理
解
し
、つ
ら
い
思
い

を
し
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。ま

た
、心
の
ケ
ア
に
努
め
、教
職

員
で
一
致
し
て
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

原
田
　
幼
児
の
着
用
緩
和

は
。

こ
ど
も
課
長
　現
在
の
感
染

対
策
を
行
い
な
が
ら
保
育
を

し
て
い
く
。個
人
の
主
体
的
な

選
択
を
尊
重
し
、個
人
の
判
断

に
委
ね
る
。

原
田
　
今
後
、感
染
増
加
の

時
は
。

こ
ど
も
課
長
　保
育
所
の
社

会
的
機
能
を
継
続
し
、保
育
を

必
要
と
す
る
方
の
為
に
、保
育

士
の
感
染
拡
大
防
止
意
識
を

高
め
、園
と
町
で
協
議
を
行

い
、運
営
を
行
っ
て
い
く
。

原
田
　
今
後
の
農
業
政
策

は
。

町
長

　筑
前
町
の
1／3
を
占

め
る
農
地
が
あ
る
当
町
で
は

重
要
な
産
業
で
あ
り
、後
継
者

問
題
、耕
作
地
の
放
置
に
よ
る

宅
地
化
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
る
が
土
地
利
用
型
農

業
・
大
型
野
菜
・
露
地
野
菜
な

ど
を
主
体
と
し
た
業
態
経
営

体
を
め
ざ
す
。補
助
制
度
な
ど

を
活
用
し
機
械
化
の
導
入
を

行
っ
て
い
く
。

児
童・幼
児
の
マ
ス
ク

　
　　着
用
緩
和
対
応
は

子
ど
も
医
療
費

　
　
　　助
成
の
拡
充
を

河
内
　
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら「
女
性
支
援
法
」が
施
行

さ
れ
る
。女
性
支
援
事
業
は
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責

務
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。そ
の

第
一歩
と
し
て
、基
本
計
画
策

定
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る

が
。

企
画
課
長
　基
本
計
画
の
指

針
と
な
る
基
本
的
な
事
項
が

示
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、そ
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

河
内
　
基
本
計
画
が
な
く
て

は
、必
要
な
施
策
に
取
り
組
め

な
い
の
で
は
と
考
え
る
が
。

町
長
　必
要
で
あ
れ
ば
、基
本

計
画
を
策
定
す
る
。

「
女
性
支
援
法
」の

　
　
　基
本
計
画
策
定
を

河
内
　
ク
ラ
ブ
活
動
費・生
徒

会
費・Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
支
給
検

討
の
結
果
は
。

教
育
課
長
　現
段
階
で
は
、考

え
て
い
な
い
。

河
内
　
児
童
扶
養
手
当
受
給

世
帯
も
適
用
と
な
る
が
、利

用
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
が
多

い
。健
康
課
と
連
携
し
、個
別

に
、お
知
ら
せ
す
べ
き
で
は
。

教
育
課
長
　健
康
課
と
連
携

を
取
り
、進
め
て
い
き
た
い
。

就
学
援
助
の

　
　　支
給
項
目
拡
大
を

１８歳までの医療費無償化を
入院助成について実施する 議 員

はら だ ひろし

原田  宏
議 員

か わ ち なお こ

河内 直子



4筑前議会だより（68号）

議会新体制スタート
３月定例会
予算審査特別委員会
町政のここが聞きたい　一般質問

P2
P3
P4～
P6～

筑前町議会だより CHIKUZEN
GIKAI DAYORI
年４回発行
５月・８月・11月・２月

バックナンバー
はこちらから

（関連ページP16）

第68号
2023.５

Dreams Come True
～夢は叶う～

16筑前議会だより（68号）印刷／井上紙工印刷㈱　福岡県朝倉市持丸625-1　☎0946-22-3951

記

後

集

編　３
月
13
日
以
降
、マ
ス
ク
着
用

が
緩
和
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、最

近
で
は
素
敵
な
笑
顔
の
方
に
会

え
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

笑
顔
っ
て
人
の
心
を
明
る
く
し
て

そ
の
場
を
柔
和
に
し
て
く
れ
る

力
が
あ
り
ま
す
。笑
顔
で
い
ら
れ

る
人
生
っ
て
大
事
で
す
ね
。

　今
号
か
ら
新
し
い
広
報
委
員

会
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
ス
タ
ー
ト

に
な
り
ま
し
た
。委
員
一
同
力
を

合
わ
せ
、議
会
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り「
う
ぐ
い

す
」を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（ 

石
橋

　里
美 

）

令和５年６月定例会日程（予定）

６月１日（木）～６月９日（金）

6月6日（火）・7日（水）
一般質問

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会
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一般質問通告書は、５月22日以降、ホーム
ページで公開する予定です。支所窓口や議会
事務局でも配布しています。

※日程は変更になる場合があります

まちかどインタビュー

念願のチャンピオン獲得

「ナガトシ・ミルク・マッケン・キャピタル・ドリカム」の勇姿

　今回は、下髙場にある永利牧場の近藤博昭牧場
長にインタビューを行いました。
　永利牧場で飼育している乳牛の１頭が、久留米
市で行われた「第32回久留米スプリングショー乳
牛コンテスト」でグランドチャンピオンを獲得。妻
の直美さんは「３年ぶりの開催で初優勝できて嬉し
い。日頃頑張ってきたことが結果になった」と笑顔
で話してくださいました。
　また、近藤さんの子ども達は３人とも深野道場
で空手を習っており、長男の勇吹君は「小学校一年
生の時から始めました。中学校では勉強も空手も
頑張りたい」と元気いっぱいに答えてくれました。

こんどう ひろあき

いぶき

　グランプリを獲得した牛の名前は「ナガトシ・ミ
ルク・マッケン・キャピタル・ドリカム」。
　歌手のDREAMS COME TRUE（ドリカム）好き
な直美さんが名付けたそうです。
　「Dreams Come True～夢は叶う～」ですね！

ドリームズ カム トゥルー

令和5年
２月14日（火）
２月16日（木）
２月17日（金）

２月20日（月）
２月24日（金）
２月26日（日）
３月 ２日（木）
３月23日（木）
３月27日（月）

甘木・朝倉・三井施設環境組合議会定例会
福岡県南広域水道企業団議会定例会
両筑衛生施設組合議会定例会
朝倉保護区保護司会研修会
倉掛奨学会理事会
福岡県町村議会議長会定期総会
CHIKUZENうぐいすマラソン2023（スターター）
自衛隊入隊激励会
草場川並木ライトアップ点灯式
第27回平和の碑のつどい・ピースキャンドル

議長の動き 一部を
紹介




